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２週間のカリキュラムだが、それらに比べ長期にわたる教育実習（幼稚園）
では特にその長さゆえの学びがあるという。ある年の実習報告会で印象的
な言葉があった。「私は、４週間の実習で初めて保育者になりました。」と
いう言葉だ。この真意は、それぞれどの実習もその施設特有の有意義な学
びがあり２週間の実習では“実習生”として学んできたが、４週間の実習
では“実習生”としての身の処し方を超え“保育者”という職業人としての
意識が芽生えたというのだ。学生にとってのこの意識変革が“化ける”と
いう現象を生むのではないだろうか。
実習中、学生は様々な点において実習先の園から指導を受ける。師岡
（2012）は、実習中の学生の学びについて、「学生が実践したケースをもと
に、熟練したものに指導を受けるものだとすれば、指導の主導権は養成校
の教員ではなく、実習先の実習指導担当者である」（１）と述べている。また、
池田ら（2014）（２）及び中山ら（2015）（３）は、実習先の実習指導教員と学
生の学びの相乗効果について、熟達教員よりも新任教員に配属された学生
の方が効力感・職業的同一性が上昇していると述べている。養成校では事
前・事後指導や巡回指導において学生指導に注力するものの、実際の保育
の場で子どもたちと時間や空間を共有する実習園での学生の学びに直接貢
献するのは難しい。養成校での実習指導のあり方を検討する時、実習園で
の学生指導の実態把握や、それに基づいた協同のあり方の模索は欠かせな
い要素といえる。
１－２　効果的な実習指導のあり方の検討
効果的な実習指導のあり方を検討する研究会を組織し４年が経過したと
ころである。これまで、様々な角度から継続研究として進めてきている。
研究１年目においては、質問紙調査により、学生たちが養成校での実習
事前指導における学びの内容への要求を明らかにした。また、実習中の巡
回指導についての学生の意識についても調査している（４）。その結果、実
習で即実践できる保育実技の教授や実践についての要望が高いことが明ら
− 140 −
教育実習（幼稚園）における効果的な実習指導のあり方Ⅱ
かになった。巡回指導については教員との面会、および教員からの助言が
学生の不安解消になり、その後の実習への意欲につながることが示唆され
た。
研究２年目は、養成校（大学）が実習先（幼稚園）に依頼する「実習評
価票」を取り上げた。関東圏内の幼稚園教諭養成課程が設置された４年制
大学の評価票を収集・分析し、実習での学びと教育実習指導の授業内容等
について検討した（５）。その結果、養成校が実習における学生の学びに期
待することは、計画の立案・実践よりも、保育者としての資質や保育を実
践する基礎的な力であることが明らかになった。さらに、子ども理解を深
めるために必要な、子どもや保育者と向かい合う姿勢や態度、人とかかわ
る力なども重視されていることがわかった。
多くの養成校では、実習事前指導において、実習中は実習園から受ける
指導を最優先するよう学生に伝えていることが予想される。本研究では、
実習受け入れ先である幼稚園・幼保連携型認定こども園を対象に、学生や
養成校に対する意識を見ていくこととする。
２．研究の目的
実習生を受け入れている幼稚園・幼保連携型認定こども園が、実習生に
求めるものや、養成校の教員による実習指導および実習巡回についての要
望等を明らかにする。また、実習内容、実習指導のあり方についても調査
し、効果的な実習指導のあり方について検討することを目的とする。
３．研究の方法
・方法：聞き取り調査（半構造化面接）　平均時間：60分
・期間：2018年11月〜12月
・対象：関東圏内の幼稚園・幼保連携型認定こども園の園長または実習担
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当者　A〜Dの４園５名（A園では、聞き取り調査以前にクラス
担任からの意見を集約し、園長及び主任が調査者の聞き取りに協
力している）
・場所：調査対象者の勤務先（幼稚園・認定こども園内）
・調査実施者：筆者他１名
・内容：①　養成校の実習指導に対する要望
　　　　②　養成校の巡回指導についての要望
　　　　③　実習受け入れ園での指導内容
　　　　④　その他
・手続：研究の目的・方法・内容・研究に使用することを説明し、筆記に
よる記録と録音を依頼する。
・倫理的配慮：研究の趣旨・目的、内容・方法の説明、園及び個人情報等
への配慮を伝え、承諾を得ている。
４．結果
（１）養成校の実習指導に対する要望
実習園が養成校の実習指導に求める内容や、実習以前に学生に最低限、
学んできてほしいとする事柄について、６項目挙げられた。
①　実習に臨む態度
　　全ての園が実習生に望んでいるのは、「明るく挨拶ができる」こと
である。これは、近年の学生自身の生活経験の不足についても全園か
ら指摘があった。「明るさ」に関しては表情についての指摘が多く、
人とのコミュニケーションをとる力を基本とするこの項目では、学生
自身の世代間交流の経験不足から、関わる相手が子どもであれ大人で
あれ、「どんな人ともかかわることのできる力・かかわろうとする力」
の弱さを憂う声が聞かれた。また、近年、その表情のなさが目立ち、
子どもが好きであるのかどうかにさえ疑問を抱く学生もいるという。
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好きだけでは出来ない仕事であるとは言いながら、保育者を目指した
初心を忘れず実習に臨んでほしいという意見も聞かれた。人と関わる
力の基本は人の話を聞く力であるとし、「質問生成力の養成」への要
望が聞かれた。そのために、指導者の話を聞く時などはメモを取りな
がら聞くなどの姿勢を求められていた。
②　実践基礎能力
　　ピアノや手遊び、手作りの教材の準備や指導案への反映の手立てと
いった具体的な保育実践の基礎能力については、主にクラス担任から
挙げられていた。図１は、聞き取り調査協力園であるA園のクラス
担任10名から「実習前に養成校で育ててほしい実践力」について挙げ
られた項目である。「ピアノ」の能力は６名の現役保育者が必要事項
として挙げている。その中には、子どもの方を見て歌いながら弾くこ
との難しさについての指摘があった。同じく６名が「手遊び」のレパー
トリーを増やすことを望んでいる。
図１　実習前に養成校で育ててほしい実践力
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　　園長や主任などの実習を総括する立場からは、幼稚園教育要領の理
解、園の在り方の理解、学生自身の実習の意義への意識など、基礎技
能というよりは努力姿勢についての要望が挙げられている。
③　子どもとのかかわり
　　全園から、実習の場でしかできない学びとして、本項目を挙げている。
養成校で事前に指導するよりも、実習では生身の子どもたちと関わる
機会として、子どもの姿を見たり声を聞いたりする中で学ぶことの重
要性について伝えてほしいという要望が出された。また、近年、保育
者からの評価を気にするあまり、指示された通りの動きしかとれない等、
自ら子どもと関わろうとしない実習生についての指摘もあった。①の
「実習に臨む態度」にも共通して言えることだが、養成校で「〜すべき」
を教えすぎると学生はルールを守ることに終始し、「“なぜ？”を追求
する力」や「事柄の必然性を考える力」が希薄となることにも言及が
あった。
④　子ども理解・発達の理解
　　学生は、知識の上で、子どもの年齢による発達の差異等を勉強して
くるが、いざ実習に入ると、現実とのギャップに驚く学生の姿につい
て３園が指摘している。ただし、それはむしろ感じてほしいギャップ
だという。実習園での現場での学びだからこそ、日々、本気で子ども
と向き合う中で想像と実態のズレに対する軌道修正をしてほしいとい
う実習園からの願いが感じられた。
⑤　日誌（日々の記録）
　　多くの園が、日誌の書き方についての養成校への要望は挙げられな
かった。園の在り方について理解し、それに基づいてポイントを押さ
えて書くことが徐々に、できるようになれば良いとの考え方であった。
D園においては、エピソード記録についての学習の要望が挙げられて
いた。他の３園でも、時系列の記述より、少なくても良いから「事例
と考察」欄の記述が充実することが望ましいとの指摘はあったが、あ
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くまでも、実習園で習得する力であることが強調されていた。また、
B園では、学生が子どもと存分に関わるためには実習中の体調管理や
睡眠時間の確保も大事な学びであり、それらに支障をきたすほど日誌
の記述に労力をかける必要はないことも強調していた。特に時系列の
記述に関しては細かく書くことにこだわりすぎ、紙を何枚も付け足し
ながら記述する学生の事例が挙げられたが、指定された範囲内に収ま
るように記述内容の優先順位を押さえ効率的に記述する方法を指導す
る場合もあるとのことであった。
⑥　指導案立案等
　　⑤と同様、実習終了までにきちんと立案、記述できるようになれば
良いという意見であった。基本的な書き方の学びは必要だが、園では
子どもの実態を捉えた上での保育計画への反映の方が重要視されてい
ることがわかった。
（２）養成校の巡回指導についての要望
実習中に養成校の教員が巡回指導を行うが、実習園の受け止め方を以下
の４つの項目について、聞き取りを行った。
①　巡回指導のあり方について
　　４園ともに、学生への実習のねぎらいも含め、顔を見て励ましてほ
しいとの要望が出された。
②　巡回指導の時期について
　　多くの園はいつでも良いとの回答だが、基本的には学生が園に慣れ
てきて質問なども生成できるようになる中旬が望ましいとの要望があっ
た。
③　巡回指導での学生への指導内容について
　　園の理念や教育方針を学生が理解しているのかどうか、実習の目的
が果たせているのかどうか、困っていることがないか、など、学生の
話を十分聞いて指導してほしいとの要望が挙げられた。
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④　巡回指導教員に期待すること
　　４園とも、特にないとの回答だった。ただし、訪問のアポイントが
ない場合が稀にあり、対応するべき教職員がいないといった問題や、
学生が園外保育で園内におらず、顔を合わせられないといった問題が
あるので、訪問日は前もって連絡が必要との見解が示された。
（３）実習受け入れ園での指導内容
この項目の回答は、（１）養成校の実習指導に対する要望で挙げられた
項目との重複が多い。
①　望ましい実習生のあり方について
　　４園全てから共通して挙げられていたのは、「明るい」と「意欲的」
の２つの言葉である。また、「実習に対しての目的意識をきちんともっ
ている」という項目も挙げられていた。表現の違いはあるものの、４
園の意見をまとめると「明るく意欲的で表情豊かに子どもに接するこ
とができる」人材を求めていることが示された。
②　実践の基礎能力について
　　（１）−②と同様、事前準備段階で保育技能の引き出しが多ければ
実習で活用できることが多い事は指摘されたが、一方、現場で身に付
けてほしいという声もあった。実習最終日までに、保育者の役割の意
義を実感していってほしいという要望が挙げられていた。
③　子どもとのかかわりについて
　　存分に子どもと関わってほしいという願いはどの実習園も持ってい
る。更に、子どもの心の動きに関心を持って見る姿勢が求められてい
る。子どもの言動一つ一つに意味があり、それを捉える力を実習の学
びが進む中で深化することが大切であることが指摘された。さらに、
その読み取る力を学生が「日誌」の記述に反映させ表現できるように
なることを、特に指導しているとのことであった。日誌の記述につい
ては⑤に後述する。
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④　子ども理解・発達の理解について
　　③にも繋がるが、D園では、学生が子どもの心を読み取ることの困
難さが指摘された。B園でも同様な指摘はあったが、園からの指導と
しては、こちらから提示して読み取り方を教えることはせず、周囲の
保育者などの読み取り方、捉え方を学生自らが聞く等してモデルを基
に、自分の中で消化することも大切だとの意見があった。
⑤　日誌（日々の記録）の指導について
　　B園では、子どもの気持ちや保育者の意図などについての捉え方の
違いがあれば指摘しているということであった。（１）−⑤でも指摘
した通り、学生が保育を見ることよりも日誌の記述を埋
・ ・ ・
めることに終
始しているような状況があれば、不必要な部分に気が付くことができ
るようなアドバイスを書き込んだり、要点となるキーワードを朱書き
したりして、直接的な指示・指導にならないよう、クラス担任に指導
をしているとのことであった。
⑥　指導案の立案やその後の指導について
　　指導案の立案は難しく、書き慣れていく必要はあるものの、実習園
においては、まず子どもの姿をとらえた上での立案が望ましいという
意見が多かった。
（４）その他
①　男子学生の実習受け入れや就職について
　　４園とも男子学生の受け入れは歓迎している。しかし採用となると、
保護者からの要望等で難しい面があるとの話が１園からあった。
②　養成校の評価票について
　　実習生への評価開示後、学生の受け取り方を実習園にフィードバッ
クしてくれる機会があると良いとの意見があった。特に所見欄に書い
たことがどのように学生に伝わったのかを知ることのできる機会があ
れば良いとの意見があった。
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５．考察
今回の聞き取り調査から、実習園から養成校での事前指導内容や巡回指
導に対しての要望はさほど多くないことがわかった。とはいえ、実習へ向
かう姿勢の構築や日誌の書き方、指導案の立案などについての基本的な事
項については押さえておくことが求められている。さらに、直接、学生に
具体的な保育の指導を行うクラス担任からは、養成校において具体的な保
育技術を学び、活用できないまでもレパートリーは増やしておくことの必
要が指摘されている。手づくり教材の作成は、学生にとって時間もかかり
子どもの実態が見えず反応の予想も難しいところから実習中に取り組む余
裕がない状況がある。しかし、クラス担任からは、子どもたちが喜ぶ教材
であることから、事前の製作が期待されていた。実習ではそれらの土台の
上で、実習園では実習中の学生について、「子どもを見て感じる」ことや「実
習中の経験を形にする大切さ」などについての言及がなされた。
実習園での学生指導においては、学生自身がその体験的な学習から「何
を感じ取るのか」という点を重視している園の姿勢がうかがわれる結果と
なった。一方で、それらの、いわば「感性」と呼ばれる部分の指導につい
ては、学生個々の資質にもよって異なり、また、指導も学生本人の努力の
上になされることを考えると、曖昧なものにならざるを得ない実態も垣間
見られる。
実習日誌の日々の記録や指導案の書き方などについても、基本的な事項
をどのように書くか、どのようにやり取りをしながら打ち合わせを重ね当
日の保育を迎えるか、子どもの思いをどのように反映させるか、といった
手順についての指導が実習園においては主なものになる。
学生にとって実習という場は、養成校での学びと違い、目の前に子ども
たちがいて保育が留まることなく流れているという、いわば「現場」であ
る。そういった学びの場において、実習園の指導は「生身の子どもと実際
に接してわかること」を重視し行われている現状が明らかとなった。
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６．おわりに
６－１　総合的考察
保育者養成校では、実習指導等を通して「保育の現場でしか学べない体
験」をより有用なものとするべく、様々なカリキュラムの中で学生指導を
行っている。しかし、実際に学生が実習に入ると、その指導は、おおむね
実習園での指導に委ねられているといっても過言ではない。各園の独自性・
多様性に基づき指導は異なるものの、共通点としては、実習園では目の前
の子どもたちとしっかりと関わり気持ちを感じ取りながら学ぶことが重視
されている点が挙げられる。実習園での学びは、学生自らが「現場」で子
どもたちや保育者らと関わりながら感性を働かせて課題を見つけ対応して
いく、いわば「探索的な学び」ということができる。
しかしながら、それらを感じ取る「感性」の育ちは、学び途中の学生に
は難しく、柔軟に対応できないことも多い。そういった学生にとっては、
子どもの心の動きという目に見えない部分を実際の姿からどう見て取るこ
とが必要なのかがわからないという困難に遭遇するだろう。更に、それら
の読み取りに対して自分自身がどう動くことが「正解なのか」という答え
を必要とすることもある。そのためには、保育の場において学生の目に見
えている事柄から、子どもや保育の奥深さに気が付く「手がかり」が必要
となる。そういった「手がかり」の見つけ方、掴み方という具体的な方法
論を理論化・構造化して伝えることが養成校では必要とされるだろう。
最終的には、学生自身が実習園での感覚的、体験的な学びに対し、養成
校ではそれに対する理論構築を伴う学びを架橋することが望まれるのでは
ないだろうか。実習園と養成校とが共に実習生の育ちを双方の視点で捉え、
特性や役割を生かして連携することが必要であると言えよう。
６－２　今後の課題
学生の実習での学びにおいて、養成校と実習園との連携や協働の必要性
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については、吉村ら（2002）（６）、池田ら（2010）（７）や、大井ら（2012）（８）
も指摘している。
筆者らの継続研究においても、2017年度においては、学生の視点から実
習指導のあり方を検討した。更に、翌2018年度においては、養成校の求め
る実習生像を実習評価票の評価項目から分析し、実習指導のあり方を検討
した。そして、本2019年度には、実習生を受け入れている幼稚園や幼保連
携型認定こども園が、養成校や学生に求めるものについて聞き取りを行い、
実習指導のあり方を検討した。この３つの視点から実習生の育ちを改めて
俯瞰すると、学生は実習での経験を繰り返す中で、養成校における「理論
的な学び」と「実習園における探索的な学び」を歯車のように組合わせな
がら学びを深めていることが分かる。そしてその歯車を動かす原動力は「感
性」であると言えるだろう。その「感性」は、学生が資質として持ってい
る感受性や表現力の上に、それぞれの学びを架橋する力を重ねて、蓄えら
れ活用されていくものであるといえよう。
学生の学び
養成校の
実習指導
実習園から
の指導
図２　学生の実習における学びのイメージ
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教育実習（幼稚園）における効果的な実習指導のあり方Ⅱ
養成校における実習指導の充実を図る中で、より効果的な実習指導のあ
り方の具体的な指導法を丁寧に構造化していきたい。学生が実習で使用す
る実習日誌の構成や書式、指導案のフォーマットなどの比較検討も課題で
あろう。更には、養成校における取り組み事例の収集や実習指導体制の組
織化など、大きな課題も検討材料としてあるだろう。
今後も多面的・多角的に実習指導のあり方の検討を継続していきたい。
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